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2. 自分らしく毎日を過ごす

（1）アピアランスケア

（2）がんとセクシャリティ

　県内では、ウィッグや乳房補整具の購入に対して助成を行っている市町村
があります。助成についての情報は、お住まいの市町村にお問い合わせくださ
い。また、「うちな～がんネット がんじゅう」（P14）でも、助成を行っている市
町村を随時更新しています。
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（3）アドバンス・ケア・プランニング（ACP）
　人生の最終段階で受ける医療やケアなどについて、患者さん本人と
家族などの身近な人、医療従事者などが事前に繰り返し話し合う取り
組みのことです。
　私たちが病気やけがによって命の危機にさらされたときには、患者
さんの多くが医療やケアについて自分の希望を他人に伝えたり、これ
から受ける医療やケアを自分で決めたりすることができなくなってし
まう、と言われています。そのため、いざというときの医療やケアの
希望、大事にしたいことなど、ご自身の考えを事前に家族や医療従事
者に伝えておくことが大切です。
　もちろん、「人生の最終段階について今は考えたくない」という気
持ちを持つ方もいらっしゃるので、ご本人がアドバンス・ケア・プラ
ンニングを希望しないときは、無理に行う必要はありません。
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アピアランスケアの大切さ

　24歳の頃、乳がんの診断を受けました。
　そのときは、がんという病気のことはもちろん、これからの治療
や生活に対してたくさんの不安がありました。治療をしながら仕事
を続けることができるのか、金銭的なことや体力的なこと、外見も
変わってしまう……不安だらけでした。職場へ相談をしたときは、
親身になって一緒に考えてくれました。勤務地や勤務形態など配慮
していただき、治療をしながら仕事を続けられるよう受け入れてく
れました。
　手術を受け、放射線治療を行い、抗がん剤治療を開始してから
間もなく、髪の毛の脱毛が始まりました。髪の毛はあっという間に
抜け落ち、眉毛は薄くなり、日々外見が変わっていくことを目の当
たりにしました。しかし時間が経つにつれ、少しずつ気持ちは落ち
着いていき、いつしか様々なウィッグを試すなど、外見のケアを楽
しむようになっていました。
　ウィッグは、医療用の値段の高いものからおしゃれ用の安く買え
るもの、部分ウィッグなど数豊富にあります。毎日使うものなので
日々手入れをして、毛先が痛んできたら行きつけの美容室に相談を
してショートヘアにカットしてもらったり、帽子やバンダナなども使
いながら工夫しました。母が編んでくれた帽子も大切に使いました。
　初めの頃は違和感や人目も気になり、治療によって変わっていく
外見を悲観するときもありましたが、「一生に一度のこと！この機会
にしか体験できない！」と自然に気持ちが前向きになっていたよう
に感じます。
　がんは家族や友人、職場、医療スタッフ、たくさんの周りの支え
があって乗り越えられたと思います。感謝の気持ちでいっぱいです。

（30代　女性）

■自分の今後について考えてみましょう


